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1。年次総会案内

年次総会を春季講演シンポジュウムと併せて下記の要領で開催しますのでご参集下さい

ますようご案内申し上げます。学会創立後3年目を迎え、第2 期の役員を選出する重要な

な機会ですので講演・バネル討論会と併せてご出席をお願いします。

日時: 6月2日(士)午後 1時一 1時4 5分

場所:東京大学工学部8 号館都市工学科82 番教室(講演会と同一会場)

議題:(1) 19 8 9年度事業報告及び決算報告

(2)第 2 期役員選出

(3) 1 9 9 0年度事業計画と予算

(4)その他

Ma},,1990

・事務局担当理事

池田三郎

(第 4 回理事会を総会の前に開催します。時間:午前 11時一 12時半

場所:東京大学工学部都市工学教室内



なお、年次総会は規約により過半数の出席が必要ですので、同封の出欠表(委任状)にご

記入の上必ず 5月19日(士)までにご返送下さい。

2。第2期役員候補者一覧(総会ヘの提出議案)

第 1期の理事会(持回り)にて下記のような第2 期の役員候補の推薦を年次総会に提案

することになりまし九。

会長:

副会長

横山

:木下

理事:

栄二

冨雄

朝見

天野

池田

池田

石崎

加藤

北白

草問

黒田

小林

酒井

末石

鈴木

田中

田村

中村

林

広瀬

松原

盛岡

行弘

博正

正之

三郎

勝義

和彦

能房

朋子

勝彦

定喜

泰弘

冨太郎

治

1旦之

正久

袷一

(前副会長:国立公衆衛生院次長)

(新任:京都大学教養部教授)

(再任:福岡大学法学部助教授)

(前会計監事:(財)電力中央研究所環境総合推進室長)

(再任:京都大学医学部教授)

(再任:筑波大学社会工学系教授)

(再任:建設省土木研究所次長)

(新任:安田火災海上保険(株)テクノサーピス部課長)

(再任:筑波大学社会工学系助教授)

(新任:東京大学医学部助教授)

(再任:京都大学工学部交通士木工学科助教授)

(再任:科学技術庁放射線医学研究所総括安全解析研究官)

(新任:筑波大学社会科学系助教授)

(前会長:大阪大学工学部環境工学科教授)

(新任:東京海上火災保険(株)安全サービス部室長)

(再任:国立公衆衛生院衛生工学部室長)

(新任:大阪大学精密工学科教授)

(再任:滋賀県琵琶湖研究所主任研究員)

(再任:国立衛生試験所病理部・部長)

(再任:東京女子大学文理学部教授)

(再任:東京大学教養学部社会科学科教授)

(再任:大阪大学工学部環境工学科助教授)

,

,

会計監事 :内山 巌雄 (新任:国立公衆衞生院労働衛生学部
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部長)
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3。日本りスク研究学会

本学会では第 3 回の春季講演シンポジウムを下記の要領で開催することになりまし九の

でご案内申し上げます。

趣旨:本年度(1 9 9 0)から国際防災の 1 0年(1 D N D R )が始まり、世界が自然

災害の防止、軽減に集中的に取り組むことになっています。ま九、地球温暖化にともなう

自然災害の増加についても世界各地で大きな話題とな.つています。災害防止とりスク管理

は語感としてはかなり異なうたものですが、意味的には共通するものを多く含んでいます。

日本におけるりスク研究はまだ緒につい九ばかりですが、りスク概念、りスク分析による

視点が自然災害(ま九は人災、技術災害)の防止と軽減にどのように貢献できるのか、第

一線で活躍されている関係者にお集まりい九だき、その可能性と限界を議論しょうとする

ものです。学会の内外を問わずご参加をお願いします。

第3 回春季講演シンポジウム案内

日時

場所

1990年6月2日(士):午後2時一5時半

:東京大学工学部8 号館都市工学科82 番教室

(東京都文京区本郷2丁目:地下鉄丸の内線本郷 2 丁目、叉は千代田線根津下車徒

歩約 10分、添付の地図を参照下さい)

特別講演:地球温暖化と自然災害

講演シンポジウムの概要

講演者

パネル討論:自然災害の防止、軽誠にりスク的視点はいかに貢献できるか

木下武雄(国立防災科学センタ

司会者

討論者

片山恒夫(東京大学生産技術研究所、教授;地震災害とりスク)

石崎勝義(建設省土木研究所、研究調査官;災害の歴史とりスク)

岡田憲夫(鳥取大学工学部、教授;りスク分析手法)

梶秀樹(筑波大学社会工学系、教授;都市災害とりスク)

吉村秀実(N H K、解説委員;自然災害とマスコミ)

木下武雄(国立防災科学センター)

(終了後に討論者を囲んだ懇親会を予定しています)

連絡先

、第一研究部長)

茨城県つくぱ市天王台 1-1-1 筑波大学社会工学系池田研究室内

日本りスク研究学会事務局

電話:0298-53-5380 Fax:0298-55-3849
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総会・春季講演シンポジュウムの会場案内の略図
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4。学会誌第2 巻の凖備状況

学会誌第 2 巻には現在3 編の解説論文と約5 編の寄稿論文(予定を含む)と 3編の研究

論文(現在査読手続き中)が寄せられています。このほか、今回は特に、多くの会員から

現在のりスク研究の状況や関心事を研究短信という形式で寄稿して頂きまし九。ま九、春

季講演・バネル討論会の内容も掲載の方向で準備しています。刊行予定は 9月初旬で、創

刊号に優る内容をと編集委員会では努力中です。

1。巻頭論文: G兪題:未定):横山栄二(副会長、国立公衆衛生院)

2。第 2 回研究発表会の報告:企画・実行委員会

3。解説論文(第 2 回研究発表会分野別レビューと研究報告を中心として)

(D 疫学からみ九りスク評価 清水弘之(岐阜大)

(2)都市防災からみ九りスク評価と対策:亀田弘行(京都大)

(3)製造物責任りスクとその対策 新井克(安田火災海上保険)

4。寄稿論文

(1)高血圧症疫学におけるりスク評価(予定):田中平三(東京医科歯科大)

大前和幸(慶応大)(2)職業ガンにおけるりスク評価

(3)幹線道路沿道における大気汚染とその健康影響評価(予定)

小野雅司、田村憲治、村上正孝(国立公害研)

(4)河川行政とりスク概念:市川新、水野敏之(東京大)

(5)自然災害りスクと士地利用計画:黒田勝彦(京都大)、難波義郎(近畿大)

5。研究論文:数篇(現在 3 編が査読手続き中)

6。研究短信

会員の 6 氏から最近の研究動向が寄せられています。

フ。パネル討論会(自然災害の防止にりスク研究は有効か)の概要

8。事務局便り(総会、理事会報告、会員状況)

9。新会員名簿

リスク研究(日本りスク研究学会)第 2 巻の内容(予定)

5。年会費(19 9 0年度)納入のお願い

1989年度より年会費は下記のようなっています。会費収入の大部分は学会誌の発行

に充当しますので何かと出費の重なる時期ではありますが、早期納入をお願い致します。

正会員: 000円、

準会員: 500円、

賛助会員: 000円30 、

(ご送金には同封の郵便振替用紙をご利用下さい)

-5-

4
2



6。第3 回研究発表会のお知らせ

日本りスク研究学会の第 3 回研究発表会を 1 9 9 0年11月3 0日(金)、 1 2月1日

(士)に開催い九します。今回は 2日間の日程を組みました。週日の金曜日もありますの

で、民間企業の会員の方々のご参加を特に期待しています。会員の内外を問わず、りスク

研究に関するアイデアや視点、実施例についての意見交換や技法開発の試みのご発表を歓

迎い九します。

(D 日時: 年11990

1

(2)場所:国立公衆衛生院(東京都港区白金台4-6-1:山の手線目黒駅下車徒歩10分)

(3)研究発表は 1人20分程度、討議10分程度を考えています。発表件数により変更があ

ることをあらかじめお断わりい九します。

(4)研究発表は以下の 3

研究報告とします。

リスク研究に関する

るケーススタディな

ショ

社会工学系

3 0日

1日

く金)

(土)

-6-

10:00

10:00

製造物責任とりスク管理:理念と制度(担当:朝見行弘理事)

事前対応型りスク管理の論理:環境・資源利用のりスク(担当:北畠能房理事)

検査と診断におけるりスク(担当:林裕三理事)

一般テーマ:りスク分析・管理の方法と実際(担当:小林定喜理事)

つの特別セッシ"ン(レピュー講演と一般発表)と

ま九特別講演も予定しています。研究発表のテーマ

ものであれぱ、特に分野を問いませんが、各セ."

どはとりわけ歓迎い九します。

17;00、

14:30

゛

(5)発表申込み締切

(6)発表を希望される方は、氏名(連名者を含む)、所属、連絡先、電話番号、希望の

発表のセッション名(上記の(a),(b),(C)に加えて(d)一般、のいずれ力→

に研究の概要( 400字程度)を最終頁に添付の申込み用紙に記入の上、下記まで

お送り下さい。

8月末日

〒305 茨城県つくぱ市天王台 1-1-1 筑波大学

池田研究室気付

日本りスク研究学会事務局

なお、研究発表のプログラム上の制約から、御希望に沿えないこともあることをあ

らかじめお断わりするとともに、発表論文の採択については実行委員会に御一任く

ださる様お願い申し上げます。

その他一般

としては、

ンに関す

1
 
2

月
月

)
)
)
)

(
(
(
(
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(フ)発表原稿締切

(8)講演要旨集:発表原稿は講演要旨集として発行しますので、必ずワープロにて原稿

を作成していただきます様お願いい九します。原稿は 1行48字で42行、 1頁あたり

2016字にて 4-6 頁で A4 用紙に仕上げてい九だければ、そのままオフセット印刷

を効率よく進めることができますので、御協力のほどをお願い申し上げます。活字

10.5 ポイント( 5号級)、文字ピッチ 3/20 インチ(3.6 mm)、行間ピッチ 1/4

インチ( 6.O M )を基本にい九しますが、原稿を約 80%に縮小することを留意し

て図表などを作成してくださるようお願いします。

1 0月3 0日(金)必着

(9)参加費

(1の第3 回研究発表会実行委員会

朝見行弘(福岡大)、林裕三(国立衛生試験所)、北畠能房(筑波大学)

小林定喜(放射線医学研究所)各理事

2

7

、 0 0 0円(予定)

0 亊務局だより

フ.1 リスク関連の学会・会議のお知らせ

(講演要旨集、会場費を含む)

1990 ANNUAL M圧TING OF THE SOCIETY FOR RISK ANALYSIS

Intercontinental Hotel, Ncw orleans, Louisiana
Octobcr 7.10,1990

THEME: pronlise of Risk Analysis in ule '90S

PROGRAM CATEGORIES:

CALLFOR PAPERS

Safew at C11emlca1 1'1ants
Waste Mini111ization

Nuclear Accident Managenlent
Life support systems
Medlcal 、vaste

Reauthorlzation of superfun【VRCRA
Effediveness of Remedial Alternatives

Quantitatlve Risk Assessment for Nonca11Cer Effects
Improvin留 Rlsk characterization
Use of Animal sentinels

Biolnarkers of Exposure
Use of plants as Toxic010gica1 1ndicators

Engineering and statistics
Health 且nd Environment

Social and p011C丁 Issues

Use of Fish in cancer Research

PhaΠηacodynamiC 八10deling
Innovative Methods in TO×1C010曾y
AddHivES ^ Growth 110rmones

Globa11Ssues

Decision Making under uncertalnw
Risk communication

Declsion Maklng and Ethlcs
Commun託y lnvolvement
Proposition 65

、¥asle Management strategies
ーフー

S託in宮 of Hazardous Faci蹴ies
Medlcal Decision Maklng
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^Malch l、sep【ember 20. COURSES OFFERED BY IU、RVARD
ScnooL OF PUBLIC 11E/、LTH, Boston. Massachuset【S: Radon in

Buildings: sources, Bi0108ical Effeas, M011itodng,& con壮01
(March l-2); Fundamentals of lndusmal Hygicno (M紅Ch 26-30);
Occupation祉& EnvironmentalRadiation Hotecuon (Match 2630);
Measutement Techniques for ole lnduSιd丑I EΠⅥtonment: Air
Quality & ventⅡ.tion (Apd123-27); AS比Stos A加lement hoj卯ts:
Cer【incation for 111SpcctoTS, Monitors. Mafla8ement platlnots,田ld
Designcts (Aph1 30M且y 4); Radiadon Hotecdon lnstl'umentati0Π
(Maγ 7、11);圦,ork sched田es and C註伽di田I Rhylhms: suate且ies fot
Improving He田th. suety,& ped0血a11N in 24一質011r operaⅡons
(Maγ 30-31; Maγ 30、June l); EnV註onmentalR加iaⅡon SⅡIYeiⅡ釦Ce
σUne 11-15); 1n、place FⅡter Testin8 WorbhoP σUne 11-15);
Tesling & ce血丘Calion of Bi010毎Cal safety cabinets U山le H-15;
Cerdncation option Juno H・18); M即agement a11d Disposal of
Ra山oactive 圦last船σU1γ 1014); Respir祉ory Hot卯【ion arld
Chcmical notective oothing (AU8Ust B・17); 1ndoor Air Quality
(scptem比r 18.2の. contac{: Mary F. Mcpeak. ofnce ofcontin、'n名
EducaⅡon. Haward sC11001 0f public HC田【h,677 Hunlin810Π

Avenue/Dcpar【mcnt B. Boston. MassaC11Usetts 02115 (phone:617・
432-3515).

-March 28. CONFERENCE ON BUSINESS, SOCIETY. AND
ENVIRONN正NTAL CRIS亘S: W110 AND W11AT WⅡ.L T1正

PUBLIC BELIEVE? U11iversity of Houston lnsdtute fot Businoss,
EιMCS 即d public lssues (see stoty in this newsletler). COSP011Sored
by the ciⅡZcns' EnviTonmental c031iⅡon. contacls: P. F. De.isler. jr.
四honC 7B、749-6672) or J. J. M11er (713-749-6690); or wdte the

C011ege of B11Siness AdnlitlisuaⅡon. U11ivasity of H0山ton.
HOUS{on. TexaS 77204-6283.

-Apd1 2-3.2ND CONFERENCE OF SRA・EUROPE.11ASA
ConfcrcnN cen【or. LaX引lbur且. Austd鳳 T11eme: Nsk An祉ysis.
S(and丑rds a「1d Abnorm田()CC山「ences (S此 Story in tNs newsleι比r).
Contact Bj6m vJahlS廿δm.11/、SA. A、2361, L飢enburg. A山rtia
Φhone:02236-71521*0; FAX:02236-71313; Telex:079B7 Ⅱasa a)

^May l-2 DRINKING WATER AND PUBUC 11巳、LT11.
U11ivefsity of Massachusdts. Amhcrst. cosponsors include t110 US.
Environment証 Pr0ιecdon A且ency arld u.S. A名ency for Toxic

Calendar of Events

ー」山le 2.3RD ANNU<L IY正ETING OFSRA、JAPAN, U址Ve露jly
OfTokyo. specia1乳10tbhop: RiskAn祉γSisin Disas【erMa11agemenl
(see sl01γ in this news】otter). con1丑Ct: T. Katazalna. U11iversity of
Tokyo, or sabulo lkeda. U11ivcfsity of Tsukub礼 lnsd山ιe of socio、
Economic planning, Tsukuba 305, Japa11.(phonc:0298-53-51820r
・5170; FAX:0298-5538490r 、507の

ー」山le 18-22.7Π1 Ⅱゞ1ERNATIONAL CON随RENCE ON

RELMBⅡ"1TYAND 入レ、1NrAINAB丘ΠY, B鵡SL Flan此(鄭May
1989 "ewslctιer).

^June 28-29.2ND EUROPEAN CONFERENCE OF

Ⅱゞ1ERNATIONAL<SSOCMTIONFOR 11Y四AcrASSESSIV正Nr,
1急山a11ne. SMtzeTland (see May 1989 newsletter)

-septembet 26-28.1{<Z圧CH INrERNATIONAL 90. Br卯b
11a11, safl Frarldsco, calif0訂Ⅱa. conlact: Racheue scheinbach (see
above).

-september30-od0比t3.1NIERNATIONAL SYIY伊OSWM ON
HAZ、、RDOUS N仏1モRIALS昂fASTES: SOCIAL ASPEcrs oF

FAC比ITY PLANMNG AND MANAGEMENT, Harb0山 Cas【1e

Wesdn, T0工011to, ontatio, carlad丑. otga11ized by The 1乃Sdωte for

Sodat lmNct Assessment. one of the keyno{e speake郡 M11t延
S{ephen RMS.fon口er carladiarl Ambassadorto lheUが{ed N3d0那
Ca11 foT papcN:150-40o word abSⅡ'act Mth tentaliv0 ⅡUe, subject
m田tet,抑d topic wilh th0 8Uιhor's nalne, add工ess. a11d telephone
numbor subnliιtcd no later lha11 M8rch 3,1990 to soci且I A5Pccts
Symposiurn He昆dqU且r{ets, confeNncC 且rld sC111inar scMces,
H山nbcr conC合e.205 Humbct c0Ⅱe且e Boulevald, Etobicoke,
Ontario M9W 5L7 C闘ada (phone:416る75.507フ; FAX:416-675、
0135). FOT inf0訂na亘on conlMt:1n且dd Nomsh. confelcn此
Ma11a名ement Director, sodal Aspects sym1刃Sium (phone:416.675.
31n, cxt.4459; FAX:416-675-OB5)

ーーCctobcr l.2.6Tn ANNU<L MEETING OF THE

ⅡJrERNATIONALSOC正TYOFREGUI.ATORYT0幻COLOGY

<ND P11ARNレ、COLOGY, stouner co"C0山Se nolel. W且Shingtoo,
D.C. Theme:^祉C且rlBeDoneto lmprovehblicundelst五r】ding of
山eToxic010且icalpTocess? Formotei11fotmauon, conract: sectetary.
C. Je11e仟 Carr,6546 BC11eviow Drive. colum誠a, Maryla11d 21046
四hone:301-992-9083)

ーイ)ctobcr 2-4,1990.1いZTECH IN1芯RNATION<L 90, David L

Lawrence convenuon cenrer, HttsbU1且h, ponnsylvarliヨ. conlact:
R8ChC11e schcinbach (SCC 且bove)

・^{0民r 7-10. ANNUAL 入IEETING OF T11E SOC正TY FOR

RISK ANALYSIS, continent且I H0ιCI, Ncw orlea11S, L0山Sia11a (sce
Ca11 fot P丑Pers in t11is newsleltcr).

^Novem比t22-23. ENVIRONN促NrAL RISK NIANAGEN正HT

'Π珊 EUROPEAN CASE. Kiev. USSR. SPODsor団 by sRA、Eulope
With wHO-Regioml omce for EUTOPC, Economic comnlission for
Europe, a11d oECD. CO018a11ized by l"S註山ιe foT Environment 811d
Systems AM1γSis, Ams{eldaln.即d cybernetics lnsd山te,玲ev (SCC
Stow in tMs ncwS1以ter). con【acl: P'j.M. st祉len,1MSA, Emm闘h乙aι
16,1075 HT <msterd抑, The Nelhetlan山(phono:020662-0696;
FAX:020751.576)

-Febluarγ 4-フ.1991.1HIERNATIONAL CONFERENCE ON
PROB<B丘ISTICSAFEIYASSESSMENrANDIV仏NAGEN正Nr

四SAM), Bever1γ 1ⅡⅡS, california. SP0那ored by the sodety for
RiskAn田γSis. For furιherinformadon. contact:{}corgo APoslola村S
(phone:213-825-13Ⅸ); Telex:3716012 UCLA ISA; or FAX:2B、
825-0761)

Subst即CCS 釘ld Disease RegiS紅'y. For genoralinform血on. con仏Ct:
C1脚les E. Gilbcr【, NOHheast Re且ion且IEnV註onmenralpublic Health

Center, univefsiιy of Massach山ens. Amherst. MasS且Chuse【1S
01003-0081 (phono:413.545-31640r FAX:413-545-4692).

-May 8.10. HAZ琵C111N那RNATIONAL 90, Gcorge R. Bfown
Convenιion ccnι口'. Ha11 D.110uslon, Tcxas. sponsorcd by ne
Insti【Uιe for lnte工narional Resoarch. contact: RaC11C11e sC11Cinbach,

InS註tute foT lnte訂la壮onal Reseatch-Be11evue,13555 Bel・Rcd

Road, Be11evue,、vasMΠ8ton 98卯9 (phonc:1・800・468・76U; 206・
7464173 in 訊IA; FAX:206-643、2146)

^May21-23.sk、5nlANNUAL COURSE ON C<RCINOGEN
RISK ASSESSMENT, Hyalt Rcgency, Bcthesd且. Marγ1且rld (SN
Sloly in lNs newsleltcr). con仏Ct: cutds c. T照Vis (phone:615-576
2107; 1ア1S:6262107) or Maw (han (phone:615・574-8438; 1マ1S:
624-8438)
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RISK πewsletter

Risk 風nalysis
Gains Recogni"on

Pμbliぶhed by ιhe soC1五1γjの RISKAⅣAιγSIS

Evidence of the public's recogni・
tion, if not always iιS acceP仏nce, of
risk analysis as a basis for societal de・

'

in uncxpecledClslons ls cropplng up

Places.圦rithin a lhree・mon山 Sparl, for
eX且mple, The chriぶliα11 Ceh1μry ad・
d郎Se(1the subj此t ofdsk 即祉ysis Nice.
In its september 27,1989, issue,
XviⅡiam H. xvi11imon, rcferring to an
且rticle by Richard xVⅡSon and E. A. C.
Crouch,訊,role 小at " sciehce [April
1987] rcpor山 lhat 小Cre is a 隅,hole new
ncld of scicnce ca11ed risk・asscssmenr

analysis." He no{ed,in pad faceliously,
ιhat people now CヨΠ figurc out how lo
die 圦,C11. A subscquent edilorialby Jarnes
M.圦,a11 (December 6,1989), tiⅡed
"wh肌 Risk Analysis c0Π丘onts Faim,"
Seriously 且rgⅡCs both for f毎th in lhe
Cxper{ise oftisk onalyS6 and for an ac-
Cep【ance 小at life can never be risk
frce.

^

Ruckelshaus Gives "wish Lisl"

XV川iam D. RuckelS11aus, recipient of sRA'S 1989 Distinguished
Service Award, presented a " wish list" during his address lo lhe soci・
e【y's plenary session of 【he 1989 Annual Meeting in san Francisco.
Admi11ing 血at he 血Ought pdmarily in tenns of the Environmental
Proleclion Agency, which he had headed ιWice, he said he would like to
See lhe counlry do lhe f0ⅡOwing:

^Slop bashing lheEPA. C'1tis 【he onc insliιUⅡon in 山e coun【ry 山aι has
a chance of accomplishing arly of 山e goals of lhe environmcntal move、
mcnt.")

(" 1 don't r田11y^S{op giving EPA assignmen岱 it cannot carty 0Ⅱt.
Zero dsk.")believe 小at {he public C飢't take somelhing less than

ー、イJ11ange 小e poli[ical rhetodC 山at obscures so much of 0Ⅱr public
dcba【e.(" Before promising an end 如【a11 risksj,1 Would force every
Polilician lo (1elu how much it WⅡIcost, and who's going lo pay forit.")

^Slop ca11ing each 0山er names.(UEveryonewho disagtees wi小 you ls
not ei小er in the pocket of indusw or a Ⅱ閃 hugger.")

^Have balanced reporιing from lhe media.("Balanced reporting is not
twing t0 丘nd ex{rem関 of opinion to sN if you can set up a Getaldo
Nvera kind of brawl.")

^Develop a public involvement procesS 血at haS 且n endpoint 日t 圦,hich
a decisi0口 is ultimalely made.(" The irony iS 血at the longer it {akes to
get new faciliⅡCs siled,1he more obsolele 即d less environmen桧11y sound
are lhe faciliιies being used.")

^LetEPA's nrslresponsibility be to educate lhepublic, arld lhmugh lhe
Public, to educate congress.("EPA's first mission was advocacy,ゆUt
now] itiS 盲) educate, educale, educate...,we need neU壮alsets of da仇,,.A
Wise public l)olicy would give us lhe ability ιO choose where {0 曲ect

イC0んlihι'ιd 011Pσ舌e 2.j

Risk analyS器Πo doubt 隅,elcome
WaⅡ'S support, at 山e same time
realizing 血at fai山 in ttleirconclusions
may not be enough to initiate acti0船
against a dsk. ne lack of accep【ance
may be atⅡibutcd t0 即y number of
rcasons, but somelimes it is simply
bccausc the PⅡblic is fotced to choose
1氾tween oP1刃Sing dsks.1n hiS1山Cheon
ねlkon " Lessonsfrom lhe xV且r zone"

atsRA'S 1989 Nln山IMeeⅡn8,S【atlfⅨ'd
Univcrsi【y's hesidcnt Donald Kenne(1y
descrjbedjⅡStsuch a si細alion. He was
" rⅡn over by a Ⅱain," he said,圦,hen in
1978, as commissioner of 山e Food
即d Drug Ad1れinistrauon, he即nounced
小a【山e 1938 Safety provision of 小e

fcoluilUιed 011 Pa8e 2.)

J紅ⅡUnry,1990

q
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SRA・JaP飢 Wi11 hold iW 1990
Am山IMee血g即da叩此ialworkhop
On saturday, June 2, at 山e university
Of Tokyo, Depar師ent of urb飢
Pla1Ⅱli11g, hom l・5 PM. The workshop,
ⅡⅡed "Risk Nlalysis in Disaster
Management (in RelaⅡon to Glob祉
Envhonmenιalch飢ges)," W山 fea岫e
as guest speakers T. Kinoshita from
山e NaⅡona1 1nsUωle of Disaster

PrevenⅡon 即d nve pefsons hom
adminisuation, mass、media, and
academic fields. The convener of 山e

mee【mg isT. Katayafna of血eU11iV鄭iw
Of Tokyo. The presen仏tion and
discussions wi11 appear in 111e
for山Coming Japahιぶe j0μr打α10fRiぶk
Analyぶis.

News hom sRA・Japan
Approximately 1卯 Parιicipa11W

aιtended sRA・JaP肌'S 1989 A11nU址
Conference held on December 9 in

Tor飢omon, Tokyo. The conference
received attenⅡon from 小e press,
mdudi11gnews covera8e by 血e yon11'W'i.
The progra!n was presented in 丘Ve
Sessions which included b0山 Nview

飢d con丘ibuted papers: Nsk k1祉ysis
加助idani01吃y,nevenⅡonofDisaS紀玲
m urb即 Areas, productLiabiliues a11d

Rjsks, hblic Decision 入仏king,飢d
Risk communicauon. Abslracts of山e

Pal)ers in Japanese are ava註able from

山e sccretary of sRA・Japan: sab山0
Ike山,1nSⅡωle of socio、Economic

Planning, The universily of Tsukuba,

SRA、E山Ope wi11 hold its second
Conferenceat 山eln如rmⅡona11nSⅡ山W

forApplied systems Analysis alASA)
in Laxenb山g, Austria on AP則 2-3.
T川ed " Risk A11alysis, S仏Πdards, and
Abn0柳田()CCⅡrrences,"山ec011ference

is coorganized by 11ASA and
Cosponsored by 山e world Hea1山
Organi閉tion (WHO) Regional 0丘ice
for E山Ope. parⅡCipation is open to

News hom sRA・Europe

Third Annual Meeling

SRA・Japan

゛

、

bothmembersa11dnon・membersof山e

S(冗iety. subjeC玲小at WⅡl be covered
include: work in hand on eS仏blishing
appropHate S伽ldards, case rel)orts of
abnormal occurrences, environmental

impaC6 即d fut山e analysis, hsks
f0110wing large. acciden6, pdmary
Prevention, relationships between risk
alwysis a11d 111e S伽ial or org飢izational
environment, askcommunication,risk

Cult山eS 即d philosophy, physiC田飢d
ma11al hea1小 issues, a11d me血od010舮Cal
issU邸血 applying nomladve 丘田neworks
10 social or sociotechniC址 Systems.
(Note: selcc{ed papers presented atthe
丘rst sRA・E11rope conference, held
November lo-11,1988,in Laxenb山g,
Were published in 山e December 1989
issueofthesRAj0山mlRbkAπαlysb.)

Kiev conference. The sRA、

Europe executive commiιιee wi山 the
Suppon ofιhe wHO Re3ional 0ιfice
for E山OPO,山e Economic commission
for E山Ope, and oECD has also
Org飢ized a sP此ial sRA conference

Second conference

June 2,1990

UniverslN of Tokyo

SRA・Europe

1-1-1 Tennoudai,1baraki 305. Japan
四110ne:0298-53・5182; FAX:0298・53、

507の.

Apri12・3,1990

Laxenburg, Austria

On "EnⅦronmentalNsk 入h船gemenじ
The Europearl case" in Kiev, USSR,
November 22-23. The conference b

Coorganized by 山e lnSⅡωte for
Environment a11d systems Analysis,
Amsterdaln,即d 山e cybemeⅡCS
InSⅡtUιe, Kiev.

The major goals of 山e Kiev
Confaenceare "10e111Wlce即dfaC山仏鵠

山e interaction between eastem 飢d

Westem E山Opean professionals" a11d
"to increase 廿le understanding of 小e
Very sedous dsk problems at b0山
'sides.'" session topics WⅡl hlclude:
industrial dsks, environmenta1 貞Sks to
agdcult山e/fishery,即d dsks forsma11
diffuse sources (1ike 山e 廿arlsp0血tion
System). To request more infonnaⅡon
On t11e conference, send y0山 narne,
血SⅡωte, address, zip code, countW 即d
businesS ιelephone number to: PJ.
SlaⅡCn, SRA・Europe, C/O Emm岱traat
16,1075 HT Amsterdam, The
Ne廿ler1飢dS 伊AX:+3120751576).

10
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フ.2 SRA Journa1 の目次

The tnble of contents of v01.10, NO.1 0f t11C SRA j0Ⅱmal RiJk AhaoJi' is repdnιed below.
ARTICLESEDITONALS

1師les H田rⅡnltt, S岫jιCliνε Pr06ahiliり・β0工ιd sc'11arios /orMich急CI GOUEh, NOWみイ"Cみ Cα11Cιr c0ん五Pハ Rε8Ubιε Away7
υ11Cεrlai見 1叩'" par動W1ε胎I slr010sphぞric oz011' DιP1εli0んBcm且td Goldstehl, The pr06距1" wilh lhε Mor8iん ql'sd/eι)
StcP11en Horヨ且11d RO"且ld hna11, Ba)'占ia11 M0虚li118 ql' 1,1ili01・TOH,ard lhε C011Cepl ql'proleCιi0π
ih8 Eνεld FreqUιhcie30ι NιιC1ιor power plalus

Y且COV H且it11es, DU肌 U,田ld vU且y T田S1即1,ιイU11i06jιdiνε
D'cbio"、Trιe Almbjis

Fr肌k Dent伽, The 五0'eC13 01" PU61icoli0ん Sεleclmπ 0" Tt'1
Pr06a6il"ie↓αhd 五31il,1010r bblri61"io"3

鷲tic Hirst 且nd Mヨ丘i11 SC11We1口巳r,εledric・uli1丘), Rぞ30urc'
Pla1111Dlg 011dDぞCbio,1M0ルihr Tlwlnψorla11Ce ql'υ11C.阿ailuy
R且IP11 Keeney,λイ0rla1丘), Ri3b 1門duCεd b)εCohonlic EIPι11di・
ιUre$

G"1y MヨCh1面飢d EU名Cn巴 ROS且, bεSiredRi,kl Broa心ltiπ宮 lhε
SociolA,"plvlcaιi0ん 01'Ri3k Fr伽lework

BNCOToml,C11財ylTrovls. Ridl"td G伽ltz,即d RnymⅨld n由11仲1,
κ110wled8e.Ba,ed RεPre詫川ali0π$可'Ri3k B'1記j'3

パン環境エネノレギ
技術課

LETrERS TO THE ED「1口R

D且le H且ttls, Thr'e ca11di血1'ιOW↓ω一 uhCぞrlab1ιy ハ11abJi↓

Hきri Rn0 且「1d D且Vid Brown,110ιι,e Firι」 A source ql'oioxi兇↓

XVORKSHOPONINDOORNRQUAUIY

H址Uk ozknyn且k,1,urodιιCh'01110 lhε RiJk AJS'3$hW1Ⅱ Work、
3hop 011111doorAir Ωμamy

Bd飢 Le8dcrcr,A3↓'33i118 五初OJUル↓10εhvir01υ"ιIualTobacco
S井10kι

J且rne5 Repnce 田ld Al「red l,OWTey, Ri↓kハ」3ε'jnlelU λイelhod010、
8ie↓ i門 Pα33iv' S肌0どπ宮

A血且 WⅡ且「1d 」onn小且n S且Tnct,ε門νir01柳1εhlolT06αCCO SI?めkぞ

EXP03川ι・Rε3P0π↓ι Rεlali0113hψ3 iんεPidenli0108k sludit工

Jatl A.1. SI0IWりk, A3Jι工3h1ε田 01' populdlio,1 EXP03Ure 011d
Carchl0雪ι11ic Ri3k p03ed by v01ωi1ι or宮oltic conリフ0"吐d$ i門
111door Air

Unce xV且11ace, Aイa/or source3 ずεχP03Ure lo Bε111ιhε a1耻ゞ
Olhεr v010lil' or宮011ic C11.nlica1↓

Jon且t11a11 S且rnct 急rld Rich田d Homun名. Reviε,υ 01" Radb11 0hd
ιW18 Ca11Cer Riぶk

Rlch且td G訂mna8e、五工P03Urι 10 Formoldehyde b1111door Air

1110mM st且tr,Ω"olui1αliνι Cα11CerRi占k ε31i"如li0門/or Forl?1al、
心ん)de

受領資料( 1989.12.- 1990.ι)フ.3

(D 第 5 回環境工学連合講演会講演論文集(1990, JaN3r"

(2) proceedinEs of the lnternational conference on "Rlsk Assessment of Energy

Dev e l opm en t a nd Mod e rn Te chn010gy ", ed i ted by T. s ug aw ar a , T. Aoy am a ,

M. 1kebuchi and H. Yoneyama, Kyoto, AprH 1989, Health Research Foundauon,

(青山喬会員より寄贈)

(3)情報通信とセキュリティ、日本情報通信振興協会、 1989.6 (内田清二会員より寄贈)

(4)ロマ・プリータ地震東京都調査団報告、東京都、 1990.2 (梶秀樹会員より寄贈)

(5)エネルギーレビュ(特集りスクへの対応)、 1990.9 (笠井篤会員より寄贈)

(6)製造物責任一国際化する企業の課題、(株)安田総合研究所、有斐閣、 198g、(新井

克会員より寄贈)

SOFIWAREREV珊WS

GNg Belcher 即d H011y Hヨttcmer・Frey, A pr0ιr伽1/or colc"・
10lh18 Nιa11h Ri3k,ノ'r01" 11azard0ιι, W0占ιe l,1Ci11ιrali0門

W. D. ROWC, RιSP01ミ,e/'ronl ROWε ke3.drCん ohd ε"8i11ε.ri"8
A330ci01'3,1hc

SOFfwAREUSTINGS

PヨUI Moskowitz,ιPlcod'

BOOKREV珊WS

Robin whi1巴

90年4月)
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